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Ⅲ　�法科大学院の法実務教育を受けて――新司法試験合格者
の声

以下は、2008年10月15日に、平成20年度新司法試験合格者のうち5名に
集まっていただき、本法科大学院での2年間または3年間を総括してもらっ
た記録である。

＜司会進行＞
野坂　泰司	 学習院大学法科大学院法務研究科長

＜参加者＞
相川　一ゑ	� 2008年3月学習院大学法科大学院修了　学習院大学法学部法

学科卒
内野　令四郎	� 2008年3月学習院大学法科大学院修了　東京大学法学部１類

（私法コース）卒
小林　靖正	� 2008年3月学習院大学法科大学院修了　明治大学法学部法律

学科卒
佐山　幸一	� 2008年3月学習院大学法科大学院修了　早稲田大学法学部法

学科卒
矢田　真貴子	� 2008年3月学習院大学法科大学院修了　学習院大学法学部政

治学科卒

＜学習院大学法科大学院の魅力とは？＞
野坂　本日は、平成20年度の新司法試験に合格された5名の修了生に集まっ

ていただきました。本法科大学院での2年ないし3年間を振り返って
いただきたいのですが、まずはみなさんが法曹を志されるに至ったい
きさつと、学習院大学法科大学院を選んだ理由をお聞かせください。

内野　弁護士である父の背中を幼い頃から見ていて、私もいつか父のように
依頼者のために働きたいと考えて法曹を志しました。私の法科大学院
選択の基準は、少人数教育・優秀な指導陣・緑の多い環境でしたが、
短時間でシャープに説明会がなされたことと、先生方の横のコミュニ
ケーションがよさそうだったところに魅力を感じて学習院を選びまし
た。

矢田　私は大学卒業後に証券会社に就職したのですが、特定の分野の専門的
な知識を身につけてそれを活かせる仕事に就きたくなり、学習院大学
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法学部（政治学科）時代に履修した憲法や刑法などいくつかの法律科
目がとても面白かったことを思い出して、法律を学んで法曹となるこ
とを決意しました。この法科大学院を選んだのは、未修者が15名の
みという環境のもとで、親身な指導を受けられることに期待したから
です。

小林　法学部で履修した刑法のゼミで法律の面白さを改めて知るとともに、
困っている人の役に立ちたいという思いを強めて法曹を目指すように
なりました。学習院を志望したきっかけは、出身大学（明治大学）の
先生に進路を相談したところ、「素晴しい先生がたくさんいらっしゃ
るうえに少人数教育が行われる学習院なら、きっと充実した勉強をで
きる」と勧められたことです（笑）。

相川　日常生活の中でトラブルに遭遇しても、一般市民はなかなか弁護士に
相談しようという気持ちにはなりません。そういう現状はおかしいと
いうか、もっと敷居が低ければいいのになと思い、自分が法律を学ん
で周囲の人が気軽に相談できるような存在になろうと学習院大学法学
部に入りました。その時点では純粋に法律を勉強したかっただけなの
ですが、ある科目を担当されていた元裁判官で弁護士の先生が非常に
人間味にあふれる尊敬のできる方で、法曹の仕事がとても魅力的なも
のに感じられるようになりました。ちょうど法科大学院制度が発足し
ようとする時期だったこともあり、自分も新司法試験にチャレンジし
てみようと、この大学院への進学を決めました。

佐山　高校の先生から「一番つぶしがきくのは法学部だ」と聞き、まったく
軽い気持ちで法学部に入ったのですが（笑）、刑事事件の裁判を傍聴
したところ、はなから悪者扱いされている刑事事件の被告人にもいろ
いろな事情があり、心底困っている人が多いのだということを知りま
した。なんとかしてそういう人たちの力になりたいと思うようになっ
たのが、法曹を志した動機です。この法科大学院を選んだのは、高名
な先生が多いことと、マスプロではない教育環境が魅力的だったから
です。

野坂　みなさんがおっしゃるように、少人数教育は学習院大学法科大学院の
最も大きな特色の一つです。私たちには司法制度改革の理念を実現す
るために優秀な法曹を育てたいという強い思いがあり、そのためには
質の高い教員による質の高い少人数教育が非常に有効だと考えていま
す。他大学から移ってこられた先生方は、私たちが全学生の様子を常
にこと細かに把握していることに驚かれますが、そういう点も少人数
教育ならではのメリットということができるでしょう。
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＜厳しくも充実していた授業の数々＞
野坂　矢田さんはこの中で唯一の未修者ですが、未修者ならではの苦労もか

なりあったのではありませんか?
矢田　そうですね。勉強の方法からしてよくわからないという状況からのス

タートで、入学当初から予習すべき量も多く、たしかに苦しい毎日で
した。ただ、「起案等指導」の先生がホームルームの先生のような役
割を果たしてくれ、個々の学生の勉強の進み具合や抱えている悩み事
などにも配慮してもらえたのには助けられました。何でも相談できる
先生がいるという安心感は大きかったです。

野坂　未修者を対象とする1年次の「起案等指導」では、法律をどう学んで
いくのか、文献をどう読むのか、資料をどうやって探すのかといった
ところからケアしています。ほかの科目でも未修者の1年生に対して
は、法律を学ぶための土台づくりとなるような指導に力点が置かれて
います。

矢田　1年で既修者と肩を並べるところまではいきませんでしたが、2年次
以降の授業でなんとか既修者の水準についていこうと努力することが
できたのは、1年次で基礎の部分を固めることができたからだと思っ
ています。

野坂　ほかのみなさんはどんな授業や指導が特に印象深かったですか?
佐山　どの科目も忘れ難いのですが、櫻井敬子先生の「行政法」は強烈でし

たね。対話型のソクラテスメソッドで行われるんですが、満足な受け
答えができない学生に対してとにかく厳しい。僕などは厳しくされる
と熱くなる性格なので、今度はちゃんと答えられるようにしてやろう
と、必死になって勉強したものです。

相川　たしかに櫻井先生の授業は大変アグレッシブでした（笑）。ほかには
何といっても「起案等指導」ですね。最初に受けた神前禎先生のクラ
スでは文章を書く訓練にかなりの時間が割かれ、文献の引き方など
形式面の指導も徹底的に受けられたのがよかったです。3年次の「模
擬裁判」では実務家の先生の指導のもと、学生が裁判官、被告人、弁
護士と役割分担をして、実際の手続に沿って判決文を書くところまで
生々しいロールプレイを行いました。実体法だけではなく、手続法も
体験的に学べた点で非常に有意義なものでした。

小林　僕が最も印象に残っているのは、入学直後に受けた野坂先生の「起案
等指導」です。試験の出来が悪いと容赦なく不可を出す野坂先生は、“撃
墜王”と呼ばれていました（笑）。課題に従ってレポートを書き、そ
れを巡って先生の面談を受け、それから全員で議論するというスタイ
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ルでしたが、野坂先生は評判どおりに厳しい一方、文章指導はとても
丁寧でしたし、「ちゃんと授業についてきているか」と、普段の生活
状況にも心配りをしてくださいました。僕はこの法科大学院には補欠
合格で入学していて、既修とはいえ出遅れている立場だったので、は
じめに野坂先生からしっかりとした指導を受けられたことは本当に幸
運だったと思っています。

野坂　法律実務基礎科目である「起案等指導」は、将来実務家になるための
訓練を行う場です。担当の教員によって重点の置きどころは異なりま
すが、それぞれのテーマに沿って調査し、討議し、それを文章で的確
に表現できるようになることを狙いとする、この法科大学院の特徴的
な科目の一つといえますね。

小林　3年次前期の「公法演習」もよかったですね。憲法を専門とする先生
と行政法を専門とする先生がペアで教壇に立ち、一つの判例を巡って
全員で討議するんですが、議論を発展させるために、毎回判例をしっ
かり読み込んで臨むことが求められました。学生同士の議論も白熱し
ますが、この授業の醍醐味は、しばしば先生同士の見解が激しくぶつ
かること。判例を異なる視点から捉えるためのよい機会になりました。

野坂　「公法演習」のように2人の教員がペアを組んで同時に担当する授業
は、他大学にはあまり見られないようです。ときに教員同士も議論を
戦わせますから、独特の緊張感を伴います。通常は憲法学者と行政学
者が一緒に教壇に立つことはないという点でも意義深く、教員の側に
も刺激的で勉強になる授業です。

矢田　私は1年次に履修した岡孝先生の「民法入門1」が忘れられません。わ
ずか4週間で民法の財産法の全容を把握するというもので、質問項目
がびっしりと書かれたA4の用紙を毎回配られました。その質問は基
本書を読むだけでは十分に答えられないものもあり、自分でいろいろ
な資料を探したり、図書館の書庫から古い文献を引っ張り出したりし
て読まなければなりませんでした。授業では、未修者といえども質問
に答えられなければ予習不足だと言われ、毎週の小テストの点が悪け
れば「こんなことでは今後ついていけない」と叱られて（笑）。でも、
そのおかげで民法についての基礎的な学力が短期間のうちに身につき
ましたし、一人ひとりの勉強に対する意識も高まったのだと思ってい
ます。

内野　学習院のどの先生にも共通するのは、それぞれの専門分野に対する情
熱なんだと思います。櫻井先生のようにそのパッションを強烈な形で
出す方もいれば、龍岡資晃先生のように温厚な中にも実務での法解釈
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の方向性に対する確固たる信念がにじみ出る方もいる。いずれにせよ、
各分野のトップレベルの先生方が、それぞれの授業を工夫しながら個
性的なやり方で教えてくれるところが、学習院の良さだと思います。

野坂　自習室をはじめとする施設面の使い勝手についてはいかがでしたか?
佐山　自習室を24時間開放している大学院もあるようですが、人間は夜は

眠るべきなので、午前7時から午後11時まで利用できれば十分です
（笑）。固定席も自由席も両方用意されていますし、不満はまったくあ
りませんでしたね。

小林　1年を通じてほぼ毎日自習室で勉強していましたが、ほとんどの机に
パソコンが備えられ、データベースへのアクセスも快適でした。法科
大学院生は学内の施設や設備を全部使えるので、僕も不足を感じたこ
とはありません。

相川　授業のために大量の資料を印刷することがあるので、自習室のプリン
タを無料で自由に使えるのは助かりました。机も広いし、窓から見え
る景色もよくて、疲れた時には外を眺めると気分が落ち着きました。

矢田　自習室は、3月に修了してからも新司法試験を受験するまで使わせて
もらえました。それまでと環境を変えることなく直前期の勉強ができ
たのはありがたかったですね。

内野　自習室の充実度を学校選びの基準にする人もいるようですが、環境に
甘えるようじゃ受かるものも受からない（笑）。もっと設備が整って
いるところはあるかもしれませんが、他の方もおっしゃるように学習
院は非常に恵まれていると思いますよ。

＜新司法試験をクリアするために必要なこと＞
野坂　私たちは、この法科大学院のカリキュラムさえきちんとこなせば、お

のずと新司法試験に合格するだけの実力がつくものと考えています
が、そのあたりについてはどのように感じられましたか?

小林　ただ授業に出るだけで合格できるわけではありませんが、授業を受け
ることなくして合格もないでしょう。どの科目も、基本的な知識は各
自が身につけているものという前提に立ち、考える力を培うことに力
が注がれます。考えることで新しい発見があり、発見があれば勉強が
面白くなって次のステップへ進むモチベーションとなる。それこそま
さに、試験のためではなく法曹になるための勉強だということを、早
い段階で実感することができました。

内野　合格者を見渡すと、教わったことを自分の中でもう一回検討して主体
的に勉強した人たちだということがわかります。その意味で、授業は
あくまでもきっかけにすぎない。受け身ではなく主体的に誠実に勉強
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をする人には、学習院のカリキュラムはたしかに合格できるだけの力
を十分に与えてくれるものだと思います。

佐山　授業の内容を自分なりに消化しながら復習する。授業だけでは足りな
いと思った部分は基本書を読むことが重要です。

矢田　授業を通して身につくのは法曹としての土台となる力であって、例え
ば短答式試験のための対策までこと細かに指導してもらえるわけでは
ありません。どの教科も大事なところに関しては授業で確実に教える
けれど、その先は自分でカバーしなさいというのがこの法科大学院の
方針です。

相川　知識だけが問われるなら基本書や文献を読むだけで十分なはずです
が、新司法試験では具体的な事例が示されそれに対してどうすればよ
いかという結論を出すことが求められます。そのためには法的なバラ
ンス感覚に基づく思考プロセスが重要で、授業というのはそれを養う
場だと捉えるべきです。

野坂　みなさんが指摘されるように、法科大学院では合理的なカリキュラム
が組まれているとはいえ、授業の内容を咀嚼し、自分のものとして再
構築する作業は各自の努力に任されます。そこをきちんと理解したう
えで受け身ではない勉強をすることが、合格につながる道なのだと思
います。

＜法曹となるにあたってのそれぞれの決意＞
野坂　みなさんはこれから司法修習を経て法曹としての第一歩を踏み出すこ

とになります。どのような法律家を目指しているのか、展望をお聞か
せください。

内野　将来は弁護士として一般民事や刑事弁護に携わりたいと考えていま
す。父のもとを訪れる依頼者の方は、事務所に来た時と帰る時で背丈
が違って見えるくらいに元気になることがあります。弁護士は人の役
に立つことを肌で実感できる素晴らしい職業だと思うので、どんな案
件にもとにかく誠実に取り組んでいきたいですね。

矢田　法科大学院在学中に自分で応募した法律事務所のエクスターンシップ
で、ファイナンス系の案件を扱う弁護士の仕事ぶりを見せていただく
機会がありました。証券会社に勤務経験のある私は、そういった分野
に強い関心を抱いています。弁護士もサービス業だと思うので、依頼
内容にきちんと応えられるようにするのはもちろん、潜在的な問題ま
で引き出してケアできるような弁護士になれればと考えています。

小林　検察官を志望しています。被疑者の話を真摯に聞き、厳しくすべきと
ころは厳しく、手を差し伸べるべきところは差し伸べるという検察官
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になりたいですね。医療事故に見られるような法的判断と医療現場の
感覚のギャップや、被疑者=犯人という報道の仕方をするマスコミの
あり方などにも疑問を持っており、そうした問題の改善に貢献するこ
とも個人的なテーマの一つです。

相川　私はまだ進路を決めかねています。当初は弁護士志望でしたが、法科
大学院で元検察官の先生に指導を受けたり、裁判傍聴に行った際に女
性の裁判官の方からお話をうかがったりするうち、法曹三者のいずれ
にも魅力を感じて迷うようになりました。将来については、司法修習
中にじっくり考えるつもりです。

佐山　僕は裁判官志望です。もしも被告人が有罪の場合は、心から反省して
もらえるような訴訟指揮をし、判決文を書けるようになることが目標
です。

野坂　ここにおられるみなさんは、目標を達成するために努力を惜しまな
かった人たちですから、どのような分野に進んでも、必ず立派な法曹
となってくれると信じています。最後に、これから学習院の法科大学
院で学ぼうとしている人たちのために、先輩としてアドバイスやメッ
セージをお願いします。

佐山　ここには本当に素晴しい授業の数々が用意されているので、それを積
極的に利用することですね。先生方も、本気の学生には力を惜しむこ
となく手助けをしてくれます。

矢田　やはり基本は大学院での勉強をしっかりとすること。そのうえで、試
験までの日程から逆算して自主的な勉強を計画的に行うこと。その2
本立てがきっちりできる人は、おのずと合格に至るでしょう。

相川　入学当初、私は何をどうすればよいかもよくわからず、先生の指導に
したがって予習をし、授業を真面目に聴くという毎日を過ごすしかあ
りませんでした。しかしその積み重ねが、結果として合格につながっ
たわけです。とにかく授業をおろそかにしないでほしいですね。

小林　大切なのは、自分の選んだ大学院を信頼することです。僕は学習院以
上に充実した授業が行われるところはないはずだと信じ、せっかくの
恵まれた学習環境を最大限に活用してやろうと思いながら頑張りまし
た。

内野　学習院は、主体的な勉強をする人には、一生の師と生涯の友を得られ
る最高の法科大学院だと思います。

野坂　ありがとうございました。みなさんのこれからのご活躍をお祈りして
います。




